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【研究活動の要約】

中山間地域の棚田における飼料米生産実験をもとに､飼料米生産のコス トと収益性を計測し､中山間地

域における飼料米生産の経済的成立条件 .社会的成立条件を明らかにしたoまた､生協組合員に対する

アンケー ト調査による府内産飼料米を使った鶏卵-の消費者選好を明らかにしたoさらに､飼料米生産

の地域システム構築のノーハクを､飼料米の先進地調査から明らかにしたo

【研究活動の成果】

飼料米の中山間地域での生産を成立させるためには､農地の集積 .団地化を実現する社会的合意形成

と耕作主体である規模の大きな生産主体の存在､徹底した獣害対策が必要条件となる○これらの条件と

飼料米生産-の政府助成金が支払われるという条件が満たされれば､普通米の収量水準でも限界利潤が

プラスになることが分かったoしたがって､当面作業員-の賃金を支払つてもプラスの収益が出るが､

農機具等の減価償却費を正常に負担するためには飼料米の単収の向上 (700kg程度)と飼料米の販

売単価の向上の取り組みが不可欠であることが分かったo

次に､府内産の飼料米を使った鶏卵に消費者 (生協組合員)が価格プレミアムをつけるかどうかを離

散選択型コンジョイント分析で検討した結果､京都府内産 (鶏卵および飼料米)を使 うこと-のプレミ

アムは 1パック (10個入 り) 33円､輸入配合飼料ではなく国産飼料米を使 うこと-のプレミアムは 

12円となったo仮に鶏卵ワンパック 10円の価格上乗せが実現し､そのうち 8割が飼料米の価格の-

部として農家に還元されるとすると､飼料米の単収が 900kgに上昇することとほぼ同じ効果が有り､

飼料米生産にプラスに働くことが分かったo
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